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～あおもり社会福祉士会だより～ 第 6 4 号

会の花:「カキツバタ」 花言葉:「幸せは必ず来る」

2026年7月4日（土）～5日（日）に、第34回
日本社会福祉士会（青森大会）が開催されま
す。会場として、リンクステーションホール青
森とホテル青森を確保しています。

大会テーマは、「共に生きる社会」をつくる
社会福祉士～じゃわめぐ未来へ「わ」と「な」を
つなぐ～に決定しました。ねぶた祭で、曳手、
跳人（はねと）、囃子方などがそれぞれの役
割を持ち祭りを盛り上げるように、すべての
人々が役割を持ち支えあう地域共生社会を、
「わ（私）」と「な（あなた）」(会員同士、クライ
アントと社会福祉士、様々な社会資源とソー
シャルワーカー等)の多様なつながりで、創造
していく願いを込めました。

3月発行の日本社会福祉士会NEWSに、納
谷会長の大会PR分文が掲載されていますの
で、ぜひご覧ください。

会員理事と支部役員からなる実行委員会
は、リモートで、日士会の担当者、今年度全
国大会を開催した栃木、次回開催の島根、
青森の後に開催する奈良の各県士会の方も

交え、互いの経験に学びながら準備を進め
ています。これまで、日本社会福祉士会から
示されたスケジュールを参考に提携旅行会
社を決定し、PRチラシ・ポスターや、特設
ホームページの制作を進めています。

今後、基調講演やシンポジウム、記念講演
の演者を決定します。正副会長が県内40市
町村を訪問するPRキャラバンも企画中です。

また、本会全体で全国大会に関わりたいと
の納谷会長の思いから、各支部に役割分担
していただくことにしています。役割分担は、5
月25日（日）の総会の日の午前に開催する実
行委員会で、各支部にお示しします。

さらに、会員の皆様には、運営資金確保や、
県内各界の方々に関心を高めて頂くことを目
的に、協賛金や協賛広告あつめについて、
今後ご協力をお願いします。

会員全員の力で、全国の仲間をお迎えし、
青森大会を成功させましょう！ （事務局）

島 根 大 会 参 加 ツ ア ー

行 き： 2025年7月4日（金）午後青森空港発、羽田経由出雲空港着、松江市内２～３泊
帰 り： ７月6日（日）または、7日（月）出雲空港発、羽田経由青森空港着
ツアー代金： 90,000円（ 参加終了後に 5万円を助成！）
定 員： 40名
申込締切：2025年5月30日（金）

※「ツアーに加われない島根大会参加者にも少額助成。」
詳細は、近日中に本会HPに掲載します。お申込み、お待ちしています。



※研修会に参加した方々の感想を紹介します。

新入会員のご紹介（令和６年４月～令和７年２月末現在） 入会46名
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★今回、刑務所見学という貴重な体験をさせて頂
きました。刑務所内は独特の雰囲気と緊張感かあ
りました。見学の他、色々なお話を聞く事が出来
、再犯を防ぐ為にも、矯正処遇や福祉の支援の必
要性を感じました。実際に自分の目で見て体験す
る事が出来、良かったです。

★初めて見学し、刑務所の中を直接見れたこと、
これまでの刑務所の歴史や現状を知れたことは私
にとって、とても有意義で良かったです。

★見学前は「刑を終えた方の受け皿が足りない、
私の事業所が社会復帰の一助になれば」との思い
もありましたが、青森刑務所ならではの特色や苦
労もあることを知り、浅はかな考えであったと反
省しました。今後もソーシャルワーカーとしての
視野を広げるよう努めなければいけないと改めて
気を引き締めるきっかけとなりました。

【 上十三支部 第３回研修会開催 】

令和7年3月15日（土）十和田市地域交流センターとわふる
にて、八戸市のNPO法人夢 主任相談支援専門員 清水博己
様を講師にお招きし、「親亡き後を考える」をテーマとした
研修会を開催しました。

関心の高いテーマだけに、40名以上の参加があり、清水さ
んからの実務に即した講演を聞いたあと、
8組のグループで講演の振り返りや普段の実務で困っている
こと、これから取り組みたいことなどを共有するなど、有意
義な研修会となりました。

今回は現地開催ということで、普段繋がりのある方も初め
ましての方も熱い意見交換が交わされました。
実務者が顔の見える関係を築き連携しやすくなることで、
クライアントの利益に繋がる好循環が生まれたのではないか
と思います。

今後も様々な社会的課題をテーマに据えて会員皆様に有益
な研修会を企画・開催していきたいと思っておりますので、
今後ともよろしくお願いします。


